
－次第－
1．開会の辞 ⿃取河川国道事務所 浜⽥副所⻑
2．挨拶 ⿃取⼤学⼤学院⼯学研究科 三輪浩教授
3．千代川の概要 ⿃取河川国道事務所
4．タイムラインの説明 パシフィックコンサルタンツ株式会社
5．⾃⼰分析シートを⽤いたグループワーク
6．総評 ⿃取⼤学⼤学院⼯学研究科 三輪浩教授参加機関（県、市、他21機関） 研修会の内容

5．⾃⼰分析シートを⽤いたグループワーク
(1) ⾃⼰紹介
(2) グループワークの構成（①防災情報 ②避難対応、広報・報道 ③⼤規模避難・救助 ④社会基盤）
(3) ⽔害リスクの把握
(4) ⾃⼰分析シートの作成、共有、発表

同様の役割を有する機関で１グループを構成し、全4グループ作成。
※グループワーク初回は、各機関で共通する、⽔害発⽣時のミッション・⾃機関の⽔害

リスク・タイムラインへの期待・防災⾏動に対する懸念を共有しました。

3．千代川の概要
千代川流域の概要、主な洪⽔被害、整備状況
⼤⾬等の規模と減災対策
千代川⽔系 洪⽔浸⽔想定区域図
平成30年7⽉豪⾬…事務所管内の被災状況、岡⼭県倉敷市真備町の被災実態

座⻑ ⿃取⼤学⼤学院⼯学研究科
気象庁 気象庁 ⿃取地⽅気象台
⿃取県 県⼟整備部 河川課

警察

⿃取県 警察本部 警備第⼆課
⿃取警察署
智頭警察署

郡家警察署

市町 ⿃取市 危機管理課

⾃衛隊 陸上⾃衛隊 第8普通科連隊

消防 ⿃取県 東部広域⾏政管理組合 消防局 警防課

ライフライン
中国電⼒株式会社

⿃取営業所

⿃取電⼒所

⿃取ガス 株式会社 施設管理部

通信インフラ ＮＴＴ⻄⽇本 株式会社 中国⽀店 ⿃取営業所

鉄道 ＪＲ⻄⽇本 株式会社 ⽶⼦⽀社安全推進室

バス会社
⽇本交通 株式会社 ⿃取

⽇の丸⾃動⾞ 株式会社 ⿃取

報道関係

NHK ⿃取放送局

⽇本海テレビジョン放送 株式会社 報道制作局

株式会社 ⼭陰放送 ⿃取⽀局

⼭陰中央テレビジョン 株式会社

⽇本海ケーブルネットワーク 株式会社 ⿃取

株式会社 ⿃取テレトピア（いなばぴょんぴょんネット）

国⼟交通省 中国地⽅整備局 ⿃取河川国道事務所

殿ダム管理⽀所

河川管理課

防災課

道路管理⼀課

道路管理⼆課（⽋席）

千代川TLの作成⼿順

グループワーク結果の発表⾃⼰分析シート作成、共有

4．タイムラインの説明
千代川におけるTL作成のポイントを共有

• 広範囲に渡る浸⽔ ⇒ 的確な避難⾏動に向けた多様な防災活動を⾏う。
• 交通途絶・ライフラインの停⽌ ⇒ 早期の復旧活動、社会経済被害軽減を⽬指す。
• 情報途絶 ⇒ 的確な情報収集・情報発信を⾏うための連携を強める。

基礎学習の様⼦
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研修会ワーキングの成果（グループごとの成果とりまとめ）
4つのテーマについて、各機関の⾃⼰分析を⾏いました。

第1回タイムライン検討会の予定
開催時期 令和元年 9⽉20⽇

1. 想定災害シナリオの把握
2. ⾃機関に関係する浸⽔リスク情報の把握
3. 防災⾏動項⽬「何を」の抽出と、防災⾏動項⽬のTLレベルごとの整理

検討会内容 防災対応の⽬標が重なる機関・部署ごとのグループワーク

同じグループ内の他チーム（他機関）と声をかけあって、
必要な情報を聞きながら進めます。

グループワーク （日野川の事例）

■ワーキングシートの作成

• 想定災害シナリオ（気象状況、気象情報の発表、浸
⽔状況）を把握した上で、各機関が事前作業で抽出
した項⽬をベースに、防災⾏動項⽬の追加を⾏い、
ワーキングシートに時系列で整理。


